
し
か
っ
た

「
刺
激
に
な
っ
た

・
・
・
と
思

り
と
な
り
ま
す
。
教
員
人
生
の
三
分
の
一
の
期

申
し
上
げ
ま
す
。

」

」

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
支
部
総
会
に
す
る
し
か

間
、
教
育
セ
ン
タ
ー
や
高
校
教
育
課
な
ど
教
育

第２８号

発行所

県支部

事務局

◇
新
潟
支
部
総
会
◇

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
と
こ

委
員
会
で
の
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の

ろ
の
新
潟
支
部
総
会
で
は
、

分
程
度
の
「
講

で
、
正
直
、
学
校
に
出
ら
れ
る
と
い
う
の
は
非

平
成

年
８
月

日(

日)

理
窓
会
新
潟
支
部

御
挨
拶
～
魅
力
あ
る
支
部
総
会
に
～

50

26

17

演
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
真
面
目
な
理
科
大

常
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

総
会
が
中
越
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、

生
だ
っ
た
理
窓
会
員
に
は
好
評
で
す
が
、
そ
う

勿
論
、
教
育
委
員
会
で
の
仕
事
は
、
ど
の
仕

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
支
部
長

で
な
い
理
窓
会
員
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

事
も
す
べ
て
が
学
校
教
育
の
充
実
に
直
結
し
て

総
会
で
の
議
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

坂
上

隆

（
笑

。

い
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
本
当
に
や
り
が
い

後
述
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い

）

平
成

年
度
よ

こ
れ
か
ら
も
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
様
々
な

が
あ
る
も
の
で
し
た
。
気
が
遠
く
な
る
資
料
づ

た
し
ま
す
。

23

り
新
潟
支
部
長
を

分
野
の
「
講
演
会
」
を
企
画
し
魅
力
あ
る
支
部

く
り
や
予
算
獲
得
の
た
め
の
折
衝
。
間
違
い
が

今
回
は
、
理
科
大
学
常
務
理
事
の
吉
本
成
香

仰
せ
つ
か
っ
て
４

総
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
酒
が
苦

許
さ
れ
な
い
緊
張
感
の
中
で
の
業
務
。
時
と
し

様
、
理
窓
会
会
長
の
石
神
一
郎
様
、
維
持
会
会

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
支
部
役
員
を

手
で
懇
親
会
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、
気
楽
に

て
人
の
評
価
や
処
分
と
い
っ
た
判
断
を
迫
ら
れ

長
の
森
野
義
男
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
御
講

は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
で
支
部
長
の
任

「
講
演
会
」
だ
け
を
聴
き
た
い
か
ら
支
部
総
会

る
業
務
に
奔
走
し
た
経
験
は
、
貴
重
な
財
産
に

話
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
よ
う
会
（
東

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

に
出
席
す
る
と
い
う
会
員
も
大
歓
迎
で
す
。
よ

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

京
理
科
大
学
父
母
の
会
）
新
潟
県
支
部
長
の
石

会
員
名
簿
の
作
成
を
は
じ
め
事
務
全
般
を
担
当

り
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
支
部
総
会
に
し

そ
し
て
、
教
育
委
員
会
で
仕
事
を
す
る
中
で

坂
均
様
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
交
流
の
機
会

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
上
杉
氏
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

感
じ
た
の
が
、
本
県
の
教
員
採
用
試
験
で
理
科

を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

ジ
の
作
成
管
理
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
室
岡

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
出
身
者
の
志
願
が
少
な
い
こ
と
で
し
た
。
首

し
上
げ
ま
す
。

氏
に
は
、
特
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
圏
の
採
用
試
験
と
日
程
が
重
な
っ
て
い
る
こ

さ
ら
に
、
今
回
の
総
会
で
は
、

で
あ
る
新

OB

、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
数
の
同
窓

潟
大
学
名
誉
教
授
の
堀
米
恒
好
様
を
お
招
き
し

御
挨
拶
～
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
理
窓
会
本
部
で
開
催
さ

生
が
全
国
の
中
・
高
で
教
員
と
し
て
活
躍
し
て

「
細
胞
核
内
構
造
の
研
究
と
ホ
ロ
ホ
プ
ロ
テ
オ

れ
る
全
国
支
部
長
会
議
並
び
に
代
議
員
総
会
に

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
後
輩
た
ち
に
は
教
員
採
用
試

ー
ム
解
析
法
の
開
発
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演

副
支
部
長

出
席
し
て
お
り
ま
す
が
、
卒
業
生
の
多
い
首
都

験
に
挑
戦
し
、
合
格
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
田

亮
一

圏
の
支
部
を
除
い
て
、
多
く
の
支
部
が
も
つ
課

ま
す
。

尚
、
裏
の
写
真
は
当
日
の
集
合
写
真
で
す
。

題
は
支
部
総
会
の
活
発
化
で
す
。
特
に
、
若
年

理
窓
会
の
皆

最
後
に
近
況
で
す
が
、
今
、
自
然
豊
か
な
阿

前
列
左
か
ら
２
人
目
が
石
坂
こ
う
よ
う
会
新
潟

会
員
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
で
、
頭
を
悩
ま
せ

様
、
お
元
気
で

賀
町
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
は

県
支
部
長
、
３
人
目
が
森
野
維
持
会
会
長
、
４

て
い
ま
す

新
潟
支
部
も
全
く
同
じ
状
況
で
す

ご
活
躍
の
こ
と

穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
学
校
で
す
が
、
地
域
の

人
目
が
吉
本
理
科
大
常
務
理
事
、
５
人
目
が
石

。

。

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
他
支
部
の
取
組
を

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
び
副
支
部
長
を
仰
せ
つ

少
子
化
に
伴
い
、
生
徒
募
集
が
課
題
と
な
っ
て

神
理
窓
会
会
長
、
６
人
目
が
堀
米
新
潟
大
学
名

紹
介
し
ま
す
。
面
積
が
広
い
静
岡
支
部
で
は
、

か
り
ま
し
た
中
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
地
域
は
勿
論
、
福

誉
教
授
（
敬
称
略
）
で
す
。

３
地
区
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
諸
先
輩
方
が

島
県
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
本
校
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

来
年
度
は
上
越
地
区
の
当
番
と
な
っ
て
お
り

一
支
部
当
た
り
の
人
数
が
少
な
い
近
畿
地
区
の

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
、
こ
の
よ
う
な
役

て
い
ま
す

大
変
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。

、

支
部
で
は

「
関
西
支
部
会
」
と
称
し
て
合
同

職
を
受
け
て
大
丈
夫
か
、
い
さ
さ
か
不
安
が
あ

色
々
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
多
く
の
方
と
話
を
す

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

、

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
特

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
任
に
就
く
か
ら
に

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
も
楽
し
み
の
一

◇
役
員
改
選
◇

性
を
生
か
し
て
集
ま
り
易
い
よ
う
工
夫
が
な
さ

は

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

坂
上
会
長
の
下

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
や
は
り
結
果
が

、

、

、

坂
上

隆

れ
て
い
ま
す
。

理
窓
会
新
潟
支
部
の
活
性
化
と
会
員
相
互
の
絆

す
べ
て
で
す
の
で
、
ど
れ
だ
け
生
徒
や
保
護
者

支

部

長

熊
谷
正
美

水
嶌
繁
満

新
潟
支
部
で
は
、
静
岡
ほ
ど
の
広
さ
や
人
数

づ
く
り
の
た
め
に
汗
を
か
か
せ
て
い
た
だ
き
た

が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
か
、
い
つ
も
気
に
な

副
支
部
長

佐
藤
茂
樹

加
藤

弘

も
な
く
、
近
畿
ほ
ど
の
交
通
網
も
な
い
な
ど
の

い
と
思
い
ま
す
。

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

上
野
順
治

志
田
重
道

違
い
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
方
法
で
は
活
発
化

さ
て
、
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
四
月

そ
れ
で
は
、
今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を

上
杉

肇

高
畑
秀
紀

の
効
果
が
望
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
な
る

に
、
阿
賀
黎
明
中
学
校
・
高
等
学
校
に
新
人
校

い
た
だ
き
な
が
ら
、
副
支
部
長
の
職
務
を
全
う

山
田
亮
一

江
口

司

と
、
支
部
総
会
に
参
加
し
て
「
よ
か
っ
た

「
楽

長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
学
校
へ
は
五
年
振

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い

」
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・
支
部
総
会
開
催

地
区
還
元
金

０
円

８
月

日

新
潟
会
館

名

名
簿
・
会
報

１
６
，
１
１
３
円

24

23

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
県
支
部
行
事
講
演
会
参
加

送
料

６
６
，
２
０
０
円

１
月

日

新
潟
会
館

９
名

事
務
用
品

５
９
０
円

18

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

理
窓
広
告
費
他

８
，
０
０
０
円

Ｈ

６
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

26

25

A4

24

58

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

合
計

１
７
２
，
９
２
５
円

月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

３

31

A4

536

◇
平
成

年
度
会
計
予
算
◇

26

○
収
入
の
部

◇
平
成

年
度
事
業
計
画
◇

26

・
支
部
役
員
会
開
催

繰
越
金

２
５
０
，
３
６
５
円

６
月

日

新
潟
会
館

名

会
費

１
０
０
，
０
０
０
円

28

13

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

臨
時
徴
収

０
円

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

本
部
補
助

６
５
，
０
０
０
円

26

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長
計
５
名
出
席

雑
収
入

６
３
５
円

・
支
部
総
会
開
催

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８
月

日

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

名

合
計

４
１
６
，
０
０
０
円

17

25

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

月

日

新
潟
会
館

名

○
支
出
の
部

１

25

11

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版)

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

８
月

日

サ
イ
ズ

頁

部

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

17

A4

24

25

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

地
区
還
元
金

０
円

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

◇

◇

事
務
局
か
ら
の
連
絡

A4

600

・
会
員
名
簿
発
行(

３
月
版)

送
料

８
７
，
０
０
０
円

①
会
報
「
新
潟
理
窓
」
に
つ
い
て

３
月
下
旬

サ
イ
ズ

頁
約

部

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

・
事
務
局
怠
慢
に
よ
り
発
行
が
遅
れ
た
こ
と

A4

24

100

予
備
費

１
９
４
，
０
０
０
円

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
記
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

◇
平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

25

○
収
入
の
部

合
計

４
１
６
，
０
０
０
円

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

加
藤
寿
一

森

知
之

繰
越
金

２
７
１
，
８
６
０
円

・
年
会
費
は
１
０
０
０
円
で
す
。
同
封
の
振

中
田
亮
一

会
費

８
４
，
６
１
０
円

込
用
紙
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
同
封
さ
れ

地
区
幹
事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

◇
総
会
時
の
講
話
ポ
イ
ン
ト
◇

26

臨
時
収
入

０
円

・
経
営
学
部
が
平
成

年
４
月
か
ら
神
楽
坂

て
い
な
い
場
合
は
納
入
済
み
で
す
。

県

幹

事

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

26

28

本
部
補
助

６
５
，
０
０
０
円

に
移
転
す
る
。

②
名
簿
に
つ
い
て

顧

問

平
成

年
度
版
名
簿
に
記
載

26

雑
収
入

１
，
８
２
０
円

・
大
学
か
ら
全
卒
業
生
へ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

・
支
部
会
費
納
入
確
認
後
、
該
当
者
に
送
付

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
配
付
。
登
録
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

い
た
し
ま
す
。
こ
の
発
送
が
遅
れ
て
お
り

◇
平
成

年
度
事
業
報
告
◇

25

・
支
部
役
員
会
開
催

合
計

４
２
３
，
２
９
０
円

・
大
学
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ

ま
す
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

６
月

日

新
潟
会
館

名

と
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
「
い
い
ね
！
」

③
事
務
局
連
絡
先

30

15

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

○
支
出
の
部

を
す
る
こ
と
が
大
学
の
応
援
に
な
る
。

新
潟
市
秋
葉
区
新
金
沢
町

ー

上
杉
肇

29

14

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

支
部
総
会
補
助

７
３
，
３
６
０
円

・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
メ
ー
ル
と
フ
ェ
イ
ス
ブ

電
話
＆

０
２
５
０(

２
２)

０
３
１
２

fax

27

e
m

ail:G
H

F03107@
nifty.ne.jp

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長
計
６
名
出
席

会
議
費

８
，
６
６
２
円

ッ
ク
は
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
。

-

第 号 に い が た り そ う 平成 年 月 ( )28 27 3 2


